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登下校の安全を守るため、北岩手安全運転管理者等事登下校の安全を守るため、北岩手安全運転管理者等事
業主会から町の小学１年生全員に安全傘が贈られまし業主会から町の小学１年生全員に安全傘が贈られまし
た。贈られた傘で児童は雨の日も笑顔で元気に登校した。贈られた傘で児童は雨の日も笑顔で元気に登校し
ます。（４月 13日、沼宮内小）…関連記事３㌻ます。（４月 13日、沼宮内小）…関連記事３㌻

■主な記事■主な記事

● 町内公立学校入学式…２㌻● 町内公立学校入学式…２㌻
● 春の交通安全運動…３㌻● 春の交通安全運動…３㌻
● 世界児童画展文部科学大臣賞受賞…４㌻● 世界児童画展文部科学大臣賞受賞…４㌻
● いきいき岩手結婚サポート事業など…● いきいき岩手結婚サポート事業など…５５㌻㌻
● 「いわて国体盛り上げ隊」…16㌻● 「いわて国体盛り上げ隊」…16㌻

笑顔を守る安全傘笑顔を守る安全傘
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【一方井小】　①保護者らに見守られて入学する1年生　②名前を呼ばれ大きな返事とともに立ち上がる尾形莉
り り か

々佳
さん　③胸を張って堂々と入場する角館千

ち さ

桜さん　④PTAから祝い品を受け取る帷子凛
り く

玖君
【沼宮内中】　⑤真新しい制服に身を包み整列する沼宮内中の新入生　⑥緊張気味の新入生は真剣な表情で入学式
に臨む　⑦66人の新入生を代表して誓いの言葉を述べる早坂大洋さん
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祝祝
①

④

③

町
内
公
立
校
で
入
学
式

春の交通安全運動春の交通安全運動

⑦⑥

希
望
を
胸
に
新
入
生
２
１
９
人

希
望
を
胸
に
新
入
生
２
１
９
人

新
た
な
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト

新
た
な
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト

　

新
入
学
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
町

内
の
小
中
学
校
で
は
４
月
６
日
か

ら
８
日
に
か
け
て
入
学
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
沼
宮
内
中
（
小
原

俊
郎
校
長
、
生
徒
２
０
８
人
）
で

は
、
66
人
の
新
入
生
が
保
護
者
の

見
守
る
中
、
堂
々
と
入
場
。
小
原

校
長
か
ら
「
常
に
前
向
き
に
自
分

の
可
能
性
を
伸
ば
し
て
ほ
し
い
。

本
年
度
か
ら
沼
宮
内
小
、
水
堀
小

に
加
え
て
北
山
形
小
、
岩
瀬
張
小

の
卒
業
生
も
沼
宮
内
中
の
一
員
と

な
る
。
共
に
新
た
な
校
風
を
築
い

て
ほ
し
い
」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
新
入
生
代
表
の

早
坂
大
洋
さ
ん
が
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
た
後
、
生
徒
会
長
の
朽
木
優

真
さ
ん
の
歓
迎
の
言
葉
に
続
い

て
、
沼
宮
内
中
伝
統
の
全
校
合
唱

で
新
入
生
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
方
井
小
（
中
村
亙
校

長
、
児
童
87
人
）
で
は
、
15
人
の

１
年
生
が
入
学
。
一
人
一
人
名
前

を
呼
ば
れ
る
と
元
気
い
っ
ぱ
い
の

返
事
と
と
も
に
、
小
学
生
に
仲
間

入
り
し
ま
し
た
。

　

祝
辞
を
述
べ
た
町
教
育
委
員
会

の
遠
藤
武
光
委
員
長
は
「
あ
り
が

と
う
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
と
、

物
を
大
切
に
す
る
心
を
持
っ
て
学

校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
新

入
生
の
成
長
を
願
い
ま
し
た
。
中

村
校
長
は
新
入
生
に
向
け
て
、
３

つ
の
約
束
と
し
て
「
早
起
き
を
す

る
こ
と
、
交
通
安
全
に
気
を
つ
け

る
こ
と
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は

自
分
で
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
語

り
掛
け
、
新
入
生
は
真
剣
な
表
情

で
こ
れ
か
ら
始
ま
る
小
学
校
生
活

を
思
い
描
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
７
日
に
入
学
式
を

行
っ
た
沼
宮
内
高
で
は
29
人
の
新

入
生
を
迎
え
て
新
学
期
を
ス
タ
ー

ト
。
町
内
公
立
校
の
新
入
生
は
５

校
の
小
学
校
で
83
人
、
３
校
の
中

学
校
で
１
０
７
人
、
沼
宮
内
高
の

29
人
を
合
わ
せ
て
２
１
９
人
。
そ

れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
で
希
望
を
胸

に
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

正
し
い
ル
ー
ル
を
学
ぶ

交
通
安
全
教
室

交
通
事
故
防
止
へ

の
ぼ
り
旗
作
戦
開
始

交
通
安
全
の
願
い

黄
色
い
羽
根
を
配
付

通
学
を
サ
ポ
ー
ト

安
全
傘
贈
呈
式

㊨早朝から黄色い羽根配付
を行う交通安全母の会の皆
さん
㊦沼宮内小児童会も羽根の
配付をお手伝い

　

北
岩
手
安
全
運
転
管
理
者
等
事

業
主
会
は
４
月
13
日
、
町
内
の
小

学
１
年
生
に
登
下
校
の
安
全
を
支

え
る
黄
色
い
傘
を
贈
り
ま
し
た
。

沼
宮
内
小
・
高
風
の
間
で
行
わ
れ

た
贈
呈
式
で
は
、
同
会
の
佐
藤
恵

二
監
事
か
ら
１
年
生
を
代
表
し
て

三
浦
惺せ

な夏
君
が
安
全
傘
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

　

同
校
の
卒
業
生
で
も
あ
る
佐
藤

監
事
は
、「
皆
さ
ん
が
歩
い
て
い

る
こ
と
を
運
転
手
に
気
付
い
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
。
交
通
安
全
に

気
を
付
け
て
登
校
し
て
く
だ
さ

い
」と
児
童
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

黄
色
い
安
全
傘
は
、
町
の
全
て
の

小
学
校
1
年
生
に
贈
ら
れ
、
雨
の

日
の
登
下
校
か
ら
児
童
た
ち
を
守

り
ま
す
。

佐藤監事から傘を受け取る三浦惺夏君

② ⑤

道路の渡り方を学ぶ川口保育所の園児たち

国道４号を通るドライバーに交通安全を訴える参加者

　

４
月
12
日
か
ら
５
月
上
旬
に
か

け
て
、
町
内
の
各
小
中
学
校
や
保

育
所
な
ど
15
カ
所
で
交
通
安
全
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
交
通
指

導
員
や
警
察
官
ら
に
よ
る
交
通

ル
ー
ル
の
指
導
に
児
童
生
徒
、
園

児
ら
は
真
剣
な
表
情
で
教
室
に
臨

み
ま
し
た
。

　

川
口
保
育
所
（
高
村
真
木
子
所

長
、園
児
80
人
）
で
は
４
月
18
日
、

簡
易
信
号
機
を
使
っ
て
道
路
の
渡

り
方
を
練
習
し
た
後
、
実
際
に
保

育
所
付
近
の
道
路
を
指
導
員
や
警

察
官
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
大
き
く

手
を
挙
げ
て
横
断
。
園
児
は
、
交

通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
堂
々
と
道
路

を
渡
り
ま
し
た
。

　

岩
手
警
察
署
前
で
は
４
月
14

日
、
国
道
４
号
を
通
る
歩
行
者
や

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
交
通
事
故
防
止
を

訴
え
る
の
ぼ
り
旗
作
戦
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
ラ
イ
ト
の

早
目
点
灯
や
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上

を
促
す
た
め
、
約
80
本
も
の
の
ぼ

り
旗
を
手
に
作
戦
を
実
行
。
走
行

中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
ラ
イ
ト
を
点

灯
す
る
な
ど
、
早
速
の
ぼ
り
旗
作

戦
の
効
果
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
道
の
駅
「
石
神
の
丘
」

な
ど
で
は
地
域
安
全
運
動
の
啓
発

活
動
も
実
施
さ
れ
、
町
内
各
地
で

防
犯
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
（
会

長
・
民
部
田
幾
夫
町
長
）
は
４
月

13
日
、
町
内
６
カ
所
で
黄
色
い
羽

根
を
配
り
、
児
童
生
徒
へ
交
通
安

全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
岩
手
警

察
署
員
ら
が
見
守
る
中
、
配
付
さ

れ
た
黄
色
い
羽
根
を
つ
け
た
児
童

た
ち
は
、
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
な
が
ら
登
校
。
交
通
安
全
母

の
会
の
会
員
は
、
登
校
す
る
児
童

に「
お
は
よ
う
。行
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
」
と
声
を
掛
け
、
優
し
い
ま
な

ざ
し
で
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　4月 6日から 15日までの 10日間で行われた春の全国交通安全運動の期間に合わせ、町内各地では、さ
まざまな取り組みが行われました。町交通安全協会や交通安全母の会が中心となって登下校の見守りやドラ
イバーへライトの早目点灯を呼び掛けるなど、交通安全の意識を高めています。
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第
46
回
世
界
児
童
画
展

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

沼
宮
内
小
学
校
３
年 

府
金 

君

辞令交付を受ける交通指導員の皆さん表彰を受けた保健推進員の皆さん 総会であいさつをする竹田会長

　

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
の
報

告
を
受
け
た
府
金
君
は
、「
最

初
に
聞
い
た
と
き
は
、
何
の
こ

と
だ
か
分
か
ら
な
か
っ
た
」
と

笑
い
ま
す
。恐
竜
や
巨
木
な
ど
、

世
界
に
あ
る
大
き
な
も
の
に
つ

い
て
調
べ
る
こ
と
が
大
好
き

で
、
休
み
の
日
に
は
釣
り
に
出

掛
け
た
り
、
昆
虫
採
集
を
し
た

り
、
た
け
の
こ
採
り
を
す
る
な

ど
自
然
の
中
で
遊
ぶ
こ
と
が
楽

し
い
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
絵
を
描
く
こ
と
も
大
好

き
。
取
材
時
に
も
短
時
間
で
迫

力
の
あ
る
恐
竜
の
絵
を
描
き
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

将
来
の
夢
は
古
生
物
学
者
と

胸
を
張
る
府
金
君
。
母
・
秀
美

さ
ん
も
「
お
か
げ
で
表
彰
式
な

ど
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し

た
」
と
我
が
子
の
偉
業
に
目
を

細
め
て
い
ま
し
た
。

【日時】　５月 22 日（日）14：00 開演
【場所】　町スポーツ文化センター
　　　　「森のアリーナ」
【料金】　一般 2,500 円（当日 3,000 円）
　　　　学生 1,500 円（当日 2,000 円）
　　　　高校生以下無料
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。
【主催】　町文化振興実行委員会
【共催】　町教育委員会、町芸術文化協会ほか
  町教育委員会☎62－2111（内線 343）

 残 花 ― 1945　さくら隊　園井恵子 ―岩手町スポーツ文化センター
開館5周年記念事業

宝くじ まちの音楽会宝くじ まちの音楽会
南こうせつwith ウー・ファン
～心のうたコンサート～

【日時】　７月 29 日（金）18：30 開演
【場所】　町スポーツ文化センター
　　　　「森のアリーナ」
【料金】　一般 2,000 円（当日 2,500 円）
　　　　《宝くじ助成による特別料金》
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。
【主催】　岩手町、（一財）自治総合センター
【後援】　町教育委員会、（一財）町体育協会ほか
 役場企画商工課☎62－2111（内線 219）

―　芸術鑑賞のご案内　―

　

第
46
回
世
界
児
童
画
展
（
公
益
財
団
法
人
美
育
文
化
協
会
主

催
）
に
お
い
て
、
沼
宮
内
小
３
年
・
府
金
流る

う
く駈
君
が
文
部
科
学

大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
５
万
点
を
超
え
る
応
募
の

中
で
の
受
賞
に
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　幼少期を川口で過ごした元宝塚歌劇団女優・園井恵
子。演劇に情熱を注ぎながら夢半ばにして原爆の犠牲
になった若き演劇人を描いた舞台をぜひご覧ください。

　日本を代表するフォークシンガー南こうせつと中国古
箏奏者であるウー・ファンが共演。時代を超えて共感を
呼ぶ思い出の曲や会場との共演コーナーもあります。

　

町
交
通
指
導
員
の
辞
令
交
付
式

は
４
月
１
日
、
役
場
会
議
室
で
行

わ
れ
、
15
人
の
交
通
指
導
員
一
人

一
人
に
民
部
田
幾
夫
町
長
か
ら
辞

令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
民
部
田

町
長
は
、「
多
く
の
行
事
を
混
乱

な
く
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
毅き

ぜ
ん然
と
し
た
動
き
で
安
全

を
守
る
交
通
指
導
員
の
お
か
げ
」

と
感
謝
し
、「
本
年
度
も
希
望
郷

い
わ
て
国
体
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
が
あ
る
。
よ
り
一
層
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

指
導
員
の
任
期
は
、
平
成
30
年

３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間
。
町
の

交
通
安
全
指
導
な
ど
に
力
を
注
ぎ

ま
す
。

町結婚支援事業町結婚支援事業

「ｉ‐サポ」「ｉ‐サポ」
登録料１万円登録料１万円
全額補助全額補助

　

本
年
度
よ
り
町
で
は
、
結
婚

支
援
事
業
と
し
て
、〝
い
き
い

き
岩
手
〞
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
「
ｉ
‐
サ
ポ
」
の
入
会
登

録
料
を
全
額
補
助
し
ま
す
。

　
「
ｉ
‐
サ
ポ
」
は
、
県
と
県

内
市
町
村
、
各
種
団
体
な
ど
が

運
営
す
る
会
員
登
録
制
の
結
婚

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
。
会
員
同

士
１
対
１
の
出
会
い
の
機
会
を

提
供
し
、
理
想
の
パ
ー
ト
ナ
ー

探
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

昨
年
10
月
の
開
設
以
来
、
会

員
登
録
者
数
は
男
女
合
わ
せ
て

４
６
０
人
（
平
成
28
年
３
月
末

時
点
）。
そ
の
う
ち
１
０
０
件

の
お
見
合
い
が
行
わ
れ
、
49
組

が
交
際
に
発
展
す
る
な
ど
成
婚

へ
の
期
待
が
膨
ら
ん
で
い
ま

す
。

　

町
の
結
婚
支
援
事
業
の
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
補
助
内
容
】　

ｉ
‐
サ
ポ
の
入

会
登
録
料
１
万
円
（
２
年
間
有

効
）
を
全
額
補
助

【
対
象
者
】　

町
に
住
民
登
録
し

て
い
る
人
で
、
ｉ
‐
サ
ポ
へ
の

登
録
が
町
に
通
知
さ
れ
る
こ
と

に
同
意
で
き
る
人

【
ｉ
‐
サ
ポ
へ
の
登
録
方
法
】　

　

住
所
を
確
認
で
き
る
書
類

（
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
）
と
町
が
発
行
す
る
独
身

証
明
書
ま
た
は
戸
籍
抄
本
、
写

真
を
準
備
し
、
電
話
予
約
し
て

か
ら
ｉ
‐
サ
ポ
を
訪
問
し
て
く

だ
さ
い

　

○
ｉ
‐
サ
ポ
に
つ
い
て

「
ｉ
‐
サ
ポ
盛
岡
」（
盛
岡
市
菜

園
１
‐
３
‐
６
農
林
会
館
６

階
）　

☎
０
１
９
‐
６
０
１
‐

９
９
５
５　

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.ikiiki-iw

ate.
com○

結
婚
支
援
事
業
に
つ
い
て

役
場
企
画
商
工
課
ふ
る
さ
と
創

生
推
進
室
☎
62
‐
２
１
１
１
内

線
２
１
９

町
の
交
通
安
全
を
守
る

町
交
通
指
導
員
辞
令
交
付
式

町
保
健
推
進
員
が
支
え
る

「
健
康
福
祉
の
い
わ
て
ま
ち
」

　

町
保
健
推
進
員
協
議
会
の
委
嘱

状
交
付
式
と
永
年
精
勤
表
彰
、
総

会
が
４
月
５
日
、
プ
ラ
ザ
あ
い
で

開
か
れ
ま
し
た
。
委
嘱
状
交
付
式

で
は
、
新
た
に
２
人
を
保
健
推
進

員
に
委
嘱
。
ま
た
、
永
年
精
勤
保

健
推
進
員
表
彰
で
は
、
10
年
に
わ

た
り
尽
力
さ
れ
た
９
人
（
当
日
出

席
７
人
）
の
推
進
員
に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
同
協
議
会
の
竹
田

裕
子
会
長（
68
）＝
山
道
＝
が「
今

年
度
も
検
診
が
ス
タ
ー
ト
す
る
時

期
と
な
っ
た
。
町
の
健
康
を
支
え

る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

【
永
年
精
勤
表
彰
受
賞
者
】

田
中
優
子
さ
ん
（
53
）
＝
上
鴫
沢
、

大
巻
ス
ヱ
さ
ん（
67
）＝
下
浮
島
、

村
山
宮
子
さ
ん
（
66
）
＝
橋
場
、

田
中
好
子
さ
ん（
57
）＝
上
苗
代
沢
、

菊
池
京
子
さ
ん
（
62
）
＝
駅
前
、

水
谷
文
子
さ
ん（
69
）＝
上
苗
代
沢
、

民
部
田
光
子
さ
ん（
67
）＝
民
部
田
、

久
保
千
代
子
さ
ん（
75
）＝
下
大
町
、

水
賀
美
洋
子
さ
ん（
61
）＝
下
五
日

市
＝
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

１歳児健診に来てくれた
お子さんのかわいい笑顔
を紹介します。

ベベ

イイビビ　
ーズズ

ススママイイルル

お子さんの紹介
な ま え（地区）
保護者から一言

自分の声で伝えたい
　「将来の夢は、アナウンサー。全国の皆さんに、
最新の情報を正確に自分の声で伝えたい」とハキ
ハキと答えてくれた翔さん。「震災などで困って
いる人達を安心させられるようなアナウンサーに
なりたい」と夢を語ります。好きな教科は体育で、
４年生から始めたホッケー少年団でも声を出して
盛り上げています。児童会活動で副会長を務める
翔さんは「みんなで助け合い、それぞれの力を合
わせて学校生活を頑張りたい」と話すしっかり者
です。

（沼宮内小5年）（沼宮内小5年）

No.321

工
く ど う

藤 翔
かける

 君

　

児
童
の
登
下
校
の
安
全
を
守
る

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
が
、新
年
度
の

始
ま
り
と
と
も
に
見
守
り
活
動
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

川
口
小（
河
井
彰
校
長
、児
童

１
５
３
人
）で
は
４
月
18
日
、「
川

口
パ
ト
ロ
ー
ル
」の
紹
介
式
を
同

校
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。
式
で

は
、川
口
パ
ト
ロ
ー
ル
の
久
保
親

房
代
表
が「
朝
は
元
気
な
あ
い
さ

つ
で
１
日
の
始
ま
り
を
迎
え
、帰

り
は
楽
し
そ
う
に
帰
る
子
ど
も
た

ち
を
見
守
り
ま
す
。
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
の
ピ
ン
ク
の
ジ
ャ
ン
パ
ー

や
ベ
ス
ト
を
着
て
い
る
人
を
見
か

け
た
ら
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
掛
け
ま
し

た
。
川
口
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、50

人
の
メ
ン
バ
ー
で
登
下
校
の
時
間

に
合
わ
せ
て
見
守
り
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、町
内
各
地
域
で
も
登
下

校
の
見
守
り
活
動
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、児
童
に
と
っ
て
安
全
で
安

心
な
登
下
校
を
支
え
る
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

①紹介式で対面する川口小の全校児童と川口パトロー
ルの皆さん　②、③児童の安全な登校を見守る川口パト
ロールの活動の様子

② ③

①

　

南
山
形
地
区
の「
ふ
る
さ
と
創

作
サ
ー
ク
ル
お
っ
ほ
小
学
校
」（
山

崎
カ
ツ
校
長
、会
員
６
人
）は
４
月

13
日
、安
産
と
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
願
い
、手
作
り
の
お
っ

ほ（
ふ
く
ろ
う
）人
形
を
町
に
寄
贈

し
ま
し
た
。
寄
贈
は
平
成
19
年
か

ら
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、今
年
で

10
年
目
。
節
目
の
年
に
あ
ら
た
め

て
出
生
数
増
加
を
願
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、会
員
５
人
が
町
長
室
を

訪
問
。
ペ
ア
の
人
形
１
０
０
組
を

民
部
田
幾
夫
町
長
に
手
渡
し
ま
し

た
。
山
崎
校
長
は
、「
お
嫁
さ
ん
が

い
っ
ぱ
い
来
て
、た
く
さ
ん
子
ど
も

を
生
ん
で
ほ
し
い
。
今
後
も
で
き

る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
」と
話

し
、民
部
田
町
長
は
、「
手
作
り
の

人
形
は
、若
い
お
母
さ
ん
た
ち
の
心

の
支
え
に
な
っ
て
い
る
。
人
形
が

足
り
な
く
な
る
ほ
ど
、た
く
さ
ん
の

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
ほ
し
い
」と
感

謝
と
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

　

綿
を
色
と
り
ど
り
の
布
で
包
ん

だ
人
形
に
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え

ら
れ
、母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け

る
妊
婦
に
贈
ら
れ
ま
す
。
平
成
27

年
の
町
の
出
生
数
は
69
人
で
す
。

民部田駿さんの長男

民
み ん ぶ た

部田 愛
あ い き

騎くん（川原木）

山口康介さんの長女

山
やまぐち

口 凜
りん

ちゃん（横田）

笑顔がすてきな人になっ
てね。

西野堅一郎さんの孫

西
に し の

野 花
か の ん

音ちゃん（横田）

元気に育ってね。

遠藤昌也さんの三男 

遠
えんどう

藤 侑
た す く

玖くん（大森）

優しく健康に育ってね。 友達をいっぱい作って
ね！

Topics01

児
童
の
安
全
な
登
下
校
支
え
る

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
が
活
動
開
始

子どもの健やかな成長願う
手作り〝おっほ〟寄贈10周年

Ｔｏｐ
ｉｃｓ
02

㊤民部田町長へおっほ人形を手渡すおっほ小学校
の皆さん。右から佐藤敏枝さん（75）＝水無、佐藤由
美さん（68）＝同、山崎カツさん（77）＝丸泉寺、滝沢
フジエさん（70）＝水無、太布トシさん（76）＝同＝
㊨表情が愛くるしい手作りのおっほ人形

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線215］まで

いつか
どこかで

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

ひひととままちち

No.317

健康と家族の絆を実感
松
ま つ む ら

村 栄
え い ぞ う

蔵 さん（78） =下浮島＝
　「犬と歩くと張り合いがあるよ」と毎日の散歩を欠かさない栄蔵さん。「健康の
ために犬と歩いていたら、医者からの注意を受けなくなった。一番の薬だよ」と満
面の笑顔で朝と夕方２回の散歩を楽しみます。「春になると田んぼの作業が始ま
る。草を刈ったり水を見たり、今の仕事は田んぼだね」と働き者の栄蔵さんは、「約
15年間、３人の孫を学校まで送り迎えしたんだ。その孫が社会人になって大好き
なお酒を買ってくれる。自分で買ったものよりやっぱりおいしいよ」と家族の絆
の強さに目を細めます。毎日の適度な運動で養う健康と、長い時間をかけて築き
上げた家族の絆を大切にする表情には優しさが溢れます。
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N e w s × S p o r t sN e w s × S p o r t s

▼2016.04.17 ▼2016.04.17

新
川村校長から団員の証である帽子を受け取る新団員たち

▼2016.04.20

た
な
仲
間
を
迎
え
活
動

　

川
口
北き
た
ゆ
う
か
い

友
会（
大
沢
守
会
長
）は
４
月
17
日
、

国
道
４
号
川
口
バ
イ
パ
ス
の
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
同
会
は
北
日
本
銀
行
沼
宮
内
支

店
を
利
用
す
る
川
口
地
区
の
人
が
集
ま
る
団

体
で
、地
域
の
環
境
美
化
の
た
め
、毎
年
清
掃

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
沢
会
長
は「
今
年

は
例
年
に
比
べ
て
ゴ
ミ
の
量
が
少
な
い
。
国

道
を
通
行
す
る
人
の
マ
ナ
ー
も
良
く
な
っ
て

き
て
い
る
」と
笑
顔
。
小
雨
が
ち
ら
つ
く
空
模

様
に
も
、空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
、

小
さ
な
ゴ
ミ
も
丁
寧
に
拾
い
集
め
た
会
員
の

皆
さ
ん
の
表
情
も
晴
れ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

○
川
口
北
友
会
清
掃
活
動

○
川
口
北
友
会
清
掃
活
動

地
まちのクリーンアップを呼び掛ける川口北友会のみなさん

域
を
き
れ
い
に
保
と
う

持
ち
新
た
に
活
躍
誓
う

○
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団
式

○
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団
式

　

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団
式
は
４
月
17
日
、

森
の
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、

岩
手
ゴ
ル
フ
ス
ポ
少
の
中
崎
天そ

ら

君（
沼
宮
内
小

６
年
）が
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
綱
領
を

唱
和
し
、少
年
団
活
動
を
通
じ
た
心
身
の
成
長

を
誓
い
ま
し
た
。
町
の
ス
ポ
少
は
８
単
位
団

１
５
３
人
が
登
録
し
、団
員
数
は
昨
年
に
比
べ

て
19
人
増
え
て
い
ま
す
。

　

式
終
了
後
に
は
、５
分
間
走
な
ど
体
力
測
定

を
実
施
。
団
員
た
ち
は
持
久
力
や
瞬
発
力
、筋

力
な
ど
を
測
定
し
、今
後
の
ス
ポ
少
活
動
に
活

か
す
べ
く
、懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

気

代表してスポ少団員綱領の唱和をリードする中崎天君

　

沼
宮
内
小（
佐
々
木
一
成
校
長
、児
童

２
８
３
人
）は
４
月
22
日
、「
山
見
の
日
」に

合
わ
せ
て
全
校
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
集

会
で
は
、沼
宮
内
伝
説
の
寸
劇
が
披
露
さ
れ
、

児
童
た
ち
は
地
域
の
言
い
伝
え
に
理
解
を
深

め
ま
し
た
。
３
年
の
民
部
田
真し
ん
あ
い愛
君
は「
大

蛇
の
迫
力
が
あ
っ
て
面
白
か
っ
た
」と
寸
劇

の
感
想
を
語
り
ま
し
た
。沼
宮
内
地
区
で
は
、

地
域
に
伝
わ
る
伝
説
の
中
で
、大
蛇
を
鎮
め

た
日
と
さ
れ
る
旧
暦
の
３
月
16
日
を「
山
見

の
日
」と
し
て
お
り
、里
山
か
ら
町
を
眺
め
て

ご
ち
そ
う
を
食
べ
る
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
沼
宮
内
小「
山
見
の
日
」集
会

○
沼
宮
内
小「
山
見
の
日
」集
会

地
▼2016.04.22

域
の
由
来
と
伝
説
学
ぶ

体力づくりは健康への第一歩
○町総合運動公園利用案内 ▼2016

　町総合運動公園では、緑鮮やかなフィールドや広々
としたアリーナなどでさまざまなスポーツを楽しめる
ほか、トレーニングルーム（森のアリーナ内）は登録者
が2,500人を超え、町の皆さんの健康体力づくりに大い
に活用されています。本年度開催される「希望郷いわ
て国体」の選手たちに負けないよう、町のスポーツ施設
を利用して体力を向上して健康を増進しましょう。
　春を迎え、スポーツにはぴったりの時期となりまし
た。皆さんの多くのご利用をお待ちしています。
【申込先】　町体育協会（森のアリーナ内）  62-4835
【申し込み方法】　利用日の前月から電話で仮申し込み
を受け付けます。利用日の１週間前までに使用申請書
を提出し、同時に使用料も納入してください。また、
インターネットで予約できるシステム「町公共施設案
内」でも受け付けています。詳しくは、町ホームページ
（http://www.town.iwate.iwate.jp）をご覧ください。
【利用時間】　午前８時30分～午後10時（施設により異なります）
【休館日】　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

施設名 各施設の特徴
スポーツ文化センター
「森のアリーナ」

アリーナ（横 34.5 ㍍×縦 38.4 ㍍）
ステージ（間口 15 ㍍×奥行 7.5 ㍍）
トレーニングルーム、リハーサル室　ほか

柔 剣 道 場 剣道場、柔道場　各１面
総合グラウンド 人工芝フィールド、400 ㍍トラック６レーン
テ ニ ス コ ー ト 砂入人工芝 4面（ナイター設備完備）
野 球 場 両翼 91 ㍍、センター 120 ㍍
ホ ッ ケ ー 場 人工芝コート（ナイター設備完備）
体 育 館 バレーボールコート 2面
多目的グラウンド ニュースポーツに最適な天然芝のグラウンド

【施設案内】

■総合グラウンド（１時間当たり）
人工芝グラウンド クラブ

ハウス全面使用 半面使用 個人利用
一 般 3,300 円 1,650 円 100 円 500 円
高校生以下 1,650 円 820 円 50 円 250 円

■ホッケー場（１時間当たり）
人工芝コート

クラブ
ハウス全面使用 半面使用 ４分の１面

夜間照明 夜間照明 夜間照明

一 般
1,250 円 620 円 310 円

500 円
2,740 円 1,360 円 670 円

高校生以下
620 円 300 円 150 円

250 円
1,360 円 670 円 330 円

アリーナ
一 般 1,600 円
高校生以下 810 円

照明なし 夜間照明利用
一 般 300 円 610 円
高校生以下 100 円 200 円

■テニスコート（１時間1面当たり）

【利用料金】

■野球場（１時間当たり）
グラウンド 付属設備と料金

一 般 750 円 更衣室（１時間）
スコアボード（１試合）
放送設備（１試合）

210 円
1,080 円
530 円高校生以下 310 円

8:30
～ 17:00

17:00
～ 22:00

多目的スペース
（アリーナ）

全面使用 1,250 円 1,500 円
半面使用 620 円 750 円

舞台設備（音響照明設備一式含む） 620 円 750 円

リハーサル室
（会議室）

小利用 100 円 120 円
中利用 200 円 240 円
大利用 300 円 370 円

トレーニングルーム
（1名当たり）

１時間 100 円（ 50円）
回数券 1,000 円（500 円）

■体育館（１時間当たり）

柔道場 剣道場
一 般 750 円 750 円
高校生以下 350 円 350 円

■柔剣道場（１時間当たり）

貸切使用 個人使用
一 般 400 円 100 円
高校生以下 200 円 50 円

■多目的グラウンド（１時間当たり）

■スポーツ文化センター「森のアリーナ」

※65歳以上のトレーニングルーム利用は（ ）内の額
※冷暖房を使用するときは、1.5倍の額

※各施設とも、町外に住所がある
人の使用や入場料などを徴収す
る場合は、使用料が異なります。
詳しくは問い合わせください。

　

水
堀
小（
川
村
恵
子
校
長
、児
童
35
人
）は
４

月
20
日
、北
上
川
の
愛
護
活
動
に
取
り
組
む
リ

バ
ー
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
の
入
団
式
を
行
い
ま
し

た
。
新
た
に
９
人
の
新
入
生
を
迎
え
、総
勢
35

人
で
の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
川
村
校
長

か
ら
団
員
の
証
で
あ
る
青
色
の
帽
子
を
受
け

取
っ
た
新
入
団
員
た
ち
は
、川
の
駅
周
辺
の
清

掃
活
動
を
行
い
、き
れ
い
な
川
を
守
る
意
識
を

高
め
ま
し
た
。
団
員
は
川
の
駅
の
ほ
か
、国
道

４
号
沿
い
の
歩
道
や
御
堂
新
田
の
滝
な
ど
で

も
清
掃
活
動
を
行
い
、リ
バ
ー
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

の
活
動
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

○
水
堀
小
リ
バ
ー
キ
ッ
ズ
入
団
式

○
水
堀
小
リ
バ
ー
キ
ッ
ズ
入
団
式 地域に伝わる沼宮内伝説の一幕。寄寿姫が大蛇を鎮める様子
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まちの文芸
町立図書館
62-2877

俳
句

川
柳

短
歌

No.50

町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。今
月
の
ガ
イ
ド
は
、

久
保
良
子
さ
ん（
56
歳
）＝
石
神
＝
で
す
。

岩
手
沼
宮
内
ア
ー
ト
ロ
ー
ド

　

岩
手
町
は「
彫
刻
の
町
」を
掲
げ
て
お

り
、石
神
の
丘
美
術
館
や
彫
刻
公
園
は
も

ち
ろ
ん
、町
の
あ
ら
ゆ
る
所
に
石
彫
作
品

が
あ
り
ま
す
。

　

い
わ
て
沼
宮
内
駅
か
ら
石
神
の
丘
美
術

館
に
至
る
約
８
０
０
ｍ
、彫
刻
が
並
ぶ
道

「
ア
ー
ト
ロ
ー
ド
」が
あ
り
ま
す
。
駅
の
南

側
に
は
、高
さ
８
ｍ
の「
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
マ
ー

ク
」と
名
付
け
ら
れ
た
シ
ン
ボ
ル
が
あ
り
、

川
の
表
情
が
春
夏
秋
冬
に
分
け
て
豊
か
に

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ば
に
は
映
画
に

も
出
演
し
た「
名
犬
シ
ナ
モ
ン
」。
北
上
川

沿
い
に
進
め
ば
、石
の
上
に
た
た
ず
む「
ニ

ホ
ン
カ
モ
シ
カ
」や
、「
ト
ウ
ホ
ク
ノ
ウ
サ

ギ
」も
。
北
東
北
の
豊
か
な
自
然
を
表
現
す

る
数
々
の
彫
刻
。
岩
手
の
動
物
た
ち
が
訪

れ
る
人
を
待
っ
て
い
ま
す
。

㊤川の四季を表現した彫刻「ウォー
ター・マーク」　㊧いわて沼宮内駅に
訪れる人を待つ「名犬シナモン」

町立図書館
62-2877

【５月の休館日】　毎週月曜日、27日㈮。

新着図書
書　　　名 著　　者

一般向け 小 説 ままならないから私とあなた 朝井　リョウ
死仮面 折原　　一

実 用 書 小さな本の大きな世界 長田　　弘

児童向け
読 み 物 妖精のベーグル 斉藤　栄美
絵 本 どうぶつれっしゃ しのだ　こうへい
実 用 書 おしりをふく話 斎藤　たま

図書館の行事　

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇おはなし会◇
【日時】　５月29日㈰ 午前11時～
【対象】　小学校就学前の親子

緑鮮やかな季節になりました。散歩がてら図
書館にも足を運んでみませんか。

◇チビッコ映画会◇
【日時】　５月26日㈭午後3時30分～
【対象】　幼児、小学生

読み聞かせボランティア「おはなし
☆きらきら☆」のおはなし会です

問い合わせとご相談は役場健康福祉課　健康推進係　 62-2111［内線513、516、517へ］ 健康・福祉情報

　消費税率の引き上げに伴い、所得の低い人の日常生
活の負担を軽減するため、「高齢者向け」臨時福祉給付
金が支給されます。支給は以下の条件を全て満たす人
が対象です。支給額は１人につき30,000円です。
○平成27年１月１日時点で住民票が岩手町にある人
○平成27年度分の住民税が課税されていない人
○平成28年度中に65歳以上である人
　（昭和27年４月１日以前生まれの人）
　ただし、生活保護を受けている場合や、課税されて
いる人に扶養されている場合は対象外となります。
　申請は以下のとおり手続してください。申請書は、

　・　　役場健康福祉課福祉支援係
　　　   62-2111内線512、514臨時福祉給付金のお知らせ

「 高 齢 者 向 け 」

支給対象と思われる人に４月下旬に郵送しています。
【申請先】　役場健康福祉課「臨時福祉給付金」窓口
【申請期限】　平成28年８月２日（火）
【受取方法】　申請時に記載のあった指定口座に入金
【提出書類】　①本人確認のための書類
　　　　　　（運転免許証やパスポートなど）
　　　　　　②指定口座が確認できる書類
　　　　　　（通帳の写しやキャッシュカードの写し）
　　　　　　※口座を持っていない人は、窓口での受
　　　　　　　け取りも可能です。

□
飲
み
た
い
気
持
ち
を
抑
え
ら
れ
な

い□
酒
量
を
減
ら
そ
う
と
す
る
が
、う

ま
く
い
か
な
い

□
飲
む
量
や
二
日
酔
い
が
増
え
た

□
手
の
ふ
る
え
、発
汗
、眠
れ
な
い
な

ど
の
症
状
が
あ
る

□
落
ち
着
き
が
な
く
な
り
、不
安
や

イ
ラ
イ
ラ
感
が
募
る

□
飲
み
す
ぎ
に
よ
る
健
康
問
題
が
あ

る
　

も
し
も
思
い
当
た
る
症
状
が
あ
れ

ば
、ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
が
疑
わ
れ

ま
す
。
早
め
に
専
門
の
医
療
機
関
な

ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
酒
を
飲
む
と
き
は
、酒
量
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、以
下
の
点
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

①
つ
ま
み
を
食
べ
な
が
ら
、ゆ
っ
く

り
飲
む

②
強
い
お
酒
は
薄
め
て
飲
む

③
長
時
間
飲
み
続
け
な
い

④
お
酒
を
飲
ま
ず
に
肝
臓
を
休
め
る

「
休
肝
日
」を
最
低
週
２
日
は
設
け
る

⑤
周
囲
の
人
に
無
理
に
勧
め
ず
楽
し

く
飲
む

⑥
薬
と
一
緒
に
お
酒
を
飲
ま
な
い

⑦
飲
酒
後
の
運
動
・
入
浴
は
要
注
意 

　

し
か
し
、大
量
の
飲
酒
を
続
け
て

い
る
と
、や
が
て
毎
日
お
酒
を
飲
ま

ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
お

酒
を
飲
め
な
い
と
そ
の
こ
と
が
ま
た

ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
、さ
ら
に
酒
量

が
増
え
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
繰
り

返
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
、

ス
ト
レ
ス
解
消
を
も
た
ら
す
効
果
が

あ
る
一
方
で
、ス
ト
レ
ス
の
原
因
に

も
な
り
か
ね
な
い
危
険
な
側
面
が
あ

り
ま
す
。

　

お
酒
を
飲
む
と
す
ぐ
に
眠
く
な
る

と
い
う
人
が
い
ま
す
。
確
か
に
お
酒

に
は
入
眠
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、寝

る
前
に
お
酒
を
飲
む
生
活
を
続
け
る

と
本
来
の
睡
眠
パ
タ
ー
ン
が
崩
れ

て
、眠
り
が
浅
く
な
り
、睡
眠
の
質
は

低
下
し
て
い
き
ま
す
。
や
が
て
お
酒

を
飲
ま
な
い
と
眠
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、寝
付
き
を
よ
く
す
る
た

め
の
飲
酒
は
控
え
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

お
酒
を
大
量
に
飲
み
続
け
る
こ
と

は
、ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
引
き
起

こ
す
大
き
な
要
因
に
な
る
ば
か
り
で

な
く
、肥
満
や
肝
機
能
障
害
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
の
引
き
金
に
も
な
り

ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
は
、自
分

で
飲
酒
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な

く
な
る
状
態
を
い
い
ま
す
。
進
行
す

る
と
心
身
に
不
調
が
生
じ
る
ば
か
り

で
な
く
、周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け

た
り
、社
会
的
な
信
用
を
失
っ
た
り

す
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

　

お
酒
を
飲
ん
で
ス
ト
レ
ス
を
解
消

す
る
と
い
う
人
は
多
く
い
ま
す
。
ア

ル
コ
ー
ル
に
は
気
持
ち
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
た
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
円
滑
に
し
た
り
す
る
な
ど
の
効

用
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

予
防
の
た
め
に

休
肝
日
で

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
は
？

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

今月は山口重子保健師長今月は山口重子保健師長
からのお便りですからのお便りです

お
酒
で
ス
ト
レ
ス
解
消
は

い
け
な
い
こ
と
？

お
酒
を
飲
む
と
よ
く
眠
れ
る
？

こ
ん
な
症
状
あ
り
ま
せ
ん
か
？

お
酒
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方

席
題「
夜
明
け
」　

柴
田
満
子　

選

〈
佳
作
〉

お
花
見
へ
心
が
踊
っ
て
い
る
夜
明
け 　
　

佐
藤　

小
草

平
成
の
夜
明
け
も
来
る
と
信
じ
よ
う 　
　

久
慈　

正
和

約
束
が
母
を
寝
せ
な
い
日
曜
日 

　
　

菊
池　

一
覚

〈
秀
逸
〉

遭
難
し
暗
闇
の
中
夜
明
け
待
つ 

　
　

土
橋
は
つ
お

一
日
の
ド
ラ
マ
が
始
ま
る
運
不
運 

　
　

 

鍋
倉
る
み
子

日
本
の
夜
明
け
と
言
っ
た
明
治
志
士 　
　

四
日
市
俊
悦

〈
特
選
〉

日
本
の
夜
明
け
を
託
す
党
が
無
い 

　
　

馬
渕　
　

草

人
生
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
夜
明
け
を
待
つ 　
　

自　
　
　

句

畦
に
脱
ぐ
衣
一
枚
や
夏
隣 

　

遠
藤　

金
作

春
の
雨
地
を
固
め
つ
つ
う
る
ほ
せ
り 

　

遠
藤　

初
枝

酒
好
き
が
迷
ひ
手
を
出
す
桜
餅 

　

昆
野　
　

功

あ
さ
つ
き
や
朝
な
夕
な
の
汁
の
主 

　

志
田　

悦
朗

春
の
暮
連
な
る
貨
車
の
懐
か
し
き 

　

柴
田　

ヒ
ノ

春
風
に
背
中
押
さ
れ
て
一
万
歩 

　

向
井　

梅
子

然さ

も
な
き
を
終ひ

ね
も
す日
穿う

が

つ
う
ら
ら
か
な 

　

山
口　

國
男

老
い
た
れ
ど
気
力
十
分
青
き
踏
む 

　

高
橋　

麗
子

山
旅
の
楽
し
さ
覚
え
我
が
友
と
残
雪
の
あ
る
鞍

掛
に
立
つ 

愛
木
タ
エ
子

帰
り
行
く
娘
は
三
人
の
孫
連
れ
て
吾
は
手
を
振

り
月
光
に
見
る 

岩
舘　

カ
ツ

雪
残
る
山
の
頂
く
れ
な
ひ
に
染
む
る
夕
べ
に
い

で
湯
に
憩
ふ 

昆

野　

功

潮
騒
と
松
風
う
な
る
由
良
の
浜
砂
じ
ん
の
中
に

鴎か
も
め

立
ち
を
り 

志

田

悦

朗

サ
イ
レ
ン
が
鳴
れ
ば
何ど

こ処
ぞ
の
野
焼
き
か
と
わ

が
事
の
や
う
に
胸
騒
ぎ
覚
ゆ 

山

口

國

男
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  問い合わせ先問い合わせ先
 申し込み先 申し込み先

情報情報
インデックスインデックス

岩手町役場 岩手町役場  62-2111 62-2111

た
は
郵
便
局
で
手
続
き
を
終
え
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

電
子
申
請
に
よ
る
年
度
更
新
手

続
き
も
可
能
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

○
岩
手
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
室

０
１
９
‐

６
０
４
‐
３
０
０
３　

○
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
沼
宮
内

62
‐
２
１
３
９

特
別
警
報
・
警
戒
を
活
用

■
気
象
庁 

盛
岡
地
方
気
象
台

　

大
雨
な
ど
に
よ
り
重
大
な
災

害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

き
、盛
岡
地
方
気
象
台
で
は
警
報

や
特
別
警
報
な
ど
を
発
表
し
て

厳
重
な
警
戒
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。

　

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
地

域
は
数
十
年
に
一
度
し
か
な
い

よ
う
な
非
常
に
危
険
な
状
況
と

な
り
ま
す
。
た
だ
ち
に
避
難
情

報
な
ど
を
確
認
し
、周
囲
の
状
況

に
応
じ
て
適
切
な
行
動
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。
日
頃
か
ら
、周
囲

の
危
険
箇
所
や
避
難
場
所
、避
難

経
路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

○
気
象
庁
盛
岡
地
方
気

象
台

０
１
９
‐
６
２
２
‐

７
８
７
０　

○
役
場
総
務
課
防

災
交
通
係

62
‐
２
１
１
１（
内

線
２
０
３
・
２
０
８
）　

示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

　

町
水
道
事
業
所
管
理
係

62
‐
２
１
１
１
内
線
３
３
４

電
波
利
用
環
境
保
護
期
間

■
総
務
省 

東
北
総
合
通
信
局

　

総
務
省
で
は
、良
好
な
電
波
利

用
環
境
を
保
護
し
、利
用
者
の
意

識
向
上
を
図
る
た
め
に
６
月
１
日

〜
10
日
ま
で
の
期
間
を「
電
波
利

用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期

間
」と
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
電
波
は
、大
切
な
通
信
を

妨
害
し
て
生
活
の
安
全
・
安
心
の

確
保
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
電

波
の
妨
害
や
混
乱
が
な
い
よ
う
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
電
波
を

使
い
ま
し
ょ
う
。

　

総
務
省
東
北
総
合
通
信
局

０
２
２
‐
２
２
１
‐
０
６
４
１

申
告
・
納
付
お
忘
れ
な
く

■
労
働
保
険
料
申
告
・
納
付

　

労
働
保
険
料
は
、年
度
当
初
に

概
算
で
保
険
料
を
納
付
し
、翌
年

度
に
確
定
保
険
料
を
計
算
し
て
精

算
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
申
告
・
納
付
期
間
は
、

６
月
１
日（
水
）か
ら
７
月
11
日

（
月
）ま
で
。
石
綿
健
康
被
害
救
済

の
た
め
の「
一
般
拠
出
金
」に
つ
い

て
も
申
告
・
納
付
が
必
要
で
す
の

で
、期
間
内
に
最
寄
り
の
銀
行
ま

修
を
行
い
ま
す
。

【
開
催
期
日
】　

６
月
４
日（
土
）

〜
９
月
25
日（
日
）１
週
間
に
２
、

３
回
、合
計
22
回

【
受
講
料
】　

６
万
円

【
申
込
締
切
】　

５
月
25
日（
水
）

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

富
士
見
荘
☎
78
‐
２
４
５
５　

岩
手
駐
屯
地
を
一
般
公
開

■
創
立
59
周
年
記
念
行
事

　

陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地
で

は
、
公
開
を
通
じ
て
交
流
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
岩
手
駐

屯
地
創
立
59
周
年
記
念
行
事
を

開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】　

６
月
５
日（
日
）午
前

８
時
30
分
〜
午
後
３
時（
雨
天
決

行
）

【
場
所
】　

陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐

屯
地

　

陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地

司
令
業
務
室
広
報
班

０
１
９
‐

６
８
８
‐
４
３
１
１

い
わ
て
就
職
面
接
会
開
催

■
ふ
る
さ
と
い
わ
て
定
住
財
団

　

岩
手
県
内
へ
の
有
能
な
人
材

確
保
と
定
住
・
定
着
を
目
的
と

し
て
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。

【
日
時
】　

６
月
４
日（
土
）午
後

１
時
〜
４
時
30
分

食
改
推
進
員
の
養
成
教
室

■
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

　

町
で
は
、食
生
活
を
通
じ
て
家
庭

や
地
域
で
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝

い
を
す
る
食
生
活
改
善
推
進
員
養

成
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
養
成
教
室
を
受
講
し
て
、

食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

【
開
催
日
】　
６
月
７
日（
火
）、22
日

（
水
）、７
月
６
日（
水
）、22
日（
金
）、

８
月
22
日（
月
）、９
月
13
日（
火
）の

全
６
回

【
時
間
】　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

３
時

【
会
場
】　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
ほ
か

【
対
象
】　
町
内
に
住
む
女
性
20
人

※
原
則
と
し
て
、全
日
程
に
参
加
可

能
な
人
に
限
り
ま
す

【
内
容
】　

講
義
、調
理
実
習
、運
動

な
ど

【
参
加
費
用
】　

調
理
実
習
材
料
代

と
し
て
毎
回
３
０
０
円

【
申
込
期
限
】　
５
月
27
日（
金
）

・
　

役
場
健
康
福
祉
課
健
康

推
進
係

62
‐
２
１
１
１（
内
線

５
１
６
）　

岩
手
芸
術
祭
テ
ー
マ
募
集

■
岩
手
芸
術
祭
実
行
委
員
会

　

岩
手
芸
術
祭
実
行
委
員
会
は
、10

月
に
開
幕
す
る
第
69
回
岩
手
芸
術

祭
を
盛
り
上
げ
る「
テ
ー
マ
」を
募

集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】　

県
内
在
住
、県
出
身

ま
た
は
県
内
に
本
籍
が
あ
る
人

【
応
募
方
法
】　

①
応
募
テ
ー
マ（
５

点
以
内
）②
氏
名（
ふ
り
が
な
）③
年

齢
④
性
別
⑤
職
業（
学
生
の
場
合
は

学
校
名
・
学
年
）⑥
住
所
⑦
電
話
番

号
を
応
募
用
紙
ま
た
は
は
が
き
、

メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
く
だ
さ

い
。
応
募
用
紙
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

【
応
募
期
限
】　

５
月
31
日（
火
）必

着【
表
彰
】　

優
秀
作
に
は
賞
状
と
賞

金
２
万
円
、佳
作
に
は
賞
金
５
千
円

を
贈
り
ま
す（
中
学
生
以
下
の
場
合

は
図
書
カ
ー
ド
）

【
発
表
】　
６
月
28
日（
火
）

【
そ
の
他
】　

入
選
作
品
の
著
作
権

は
芸
術
祭
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
入
選
作
品
は
選
定
委
員

会
で
補
作
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

・
　

岩
手
芸
術
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
テ
ー
マ
募
集
係

０
１
９
‐
６
５
４
‐
２
２
３
５

　

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
９
‐
６
２
５
‐

３
５
９
５　

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.iw
ate-bunshin.jp

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
者
募
集

■
県
民
の
森

　

県
民
の
森
で
は
、平
成
28
年
度
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
者
を
募
集
し
ま

す
。

【
展
示
期
間
】　
１
カ
月

【
展
示
場
所
】　

県
民
の
森　

森
林

ふ
れ
あ
い
学
習
館
２
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー

【
展
示
内
容
】　

写
真
、作
品
、絵
画

な
ど・

　

森
林
ふ
れ
あ
い
学
習
館

フ
ォ
レ
ス
ト
i
78
‐
２
０
９
２

　

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
71
‐
１
７
７
８

行
わ
れ
ま
す

介
護
職
員
の
初
任
者
研
修

■
特
養
老
人
ホ
ー
ム
富
士
見
荘

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成

の
た
め
の
介
護
職
員
初
任
者
研

【
場
所
】　

岩
手
産
業
文
化
セ
ン

タ
ー
（
ア
ピ
オ
）

【
参
加
対
象
者
】　

平
成
29
年
３

月
卒
業
・
修
了
予
定
の
学
生
、既

卒
者
、一
般
求
職
者

　
（
公
財
）ふ
る
さ
と
い
わ
て

定
住
財
団
☎
０
１
９
‐
６
５
３
‐

８
９
７
６ 　

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
９

‐
６
５
４
‐
２
０
１
７　

○
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w
w
.

furusato-i.or.jp/

そ
の
他

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
を

■
町
水
道
事
業
所

　

町
水
道
事
業
所
で
は
水
道
の

使
用
水
量
を
算
定
す
る
た
め
、

各
使
用
者
の
敷
地
内
に
水
道

メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
水
道
メ
ー
タ
ー
は
計
量

法
に
よ
り
８
年
ご
と
に
交
換
が

必
要
で
、対
象
と
な
る
家
庭
や
事

業
所
に
は
委
託
業
者
が
伺
い
、交

換
作
業
を
行
い
ま
す
。
交
換
に

は
10
分
程
度
か
か
り
、作
業
中
は

水
道
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、作

業
員
は
当
事
業
所
が
発
行
し
た

身
分
証
明
書
を
携
行
し
て
い
ま

す
の
で
、不
審
に
思
う
場
合
は
提

募
集
し
ま
す

農林業系副産物
焼却時の
放射性物質測定結果
（平成28年２月、３月測定分）

　岩手・玉山環境組合で行う、国が定める放射性物質濃度の基準値を
超えた農林業系副産物（ほだ木、牧草、稲わらなど）の焼却処分に伴い、
焼却時の放射性物質の濃度をお知らせします。２月、３月分の測定結
果は、以下のとおり「全ての項目が不検出または、基準値以下」で安
全性が確認されました。

➏副産物処理量
平成28年２月 21,510kg

平成28年３月 23,340kg

➎空間放射線量測定結果
　施設内および施設周辺の空間放射線量は、0.03 ～ 0.06
マイクロシーベルト/時となっており、国の基準である 0.19
マイクロシーベルト /時を大きく下回っています

　  ○役場農林環境課農林振興係 62‐2111内線303　○岩手・玉山環境組合 019‐682‐0552

❷排ガス測定結果 単位：ベクレル／ｍ３

試料採取日 焼却炉 放射性セシウム
134cs 137cs

Ｈ28. ２.24 1号炉

不検出 不検出
Ｈ28. ２.25 2号炉
Ｈ28. ３.16 1号炉
H28. ３.17 2号炉

❶処理対象副産物 単位：ベクレル／ kg

試料採取日 処理対象物 焼却量 放射性セシウム
（134cs+137cs）

Ｈ28. ２.24

ほだ木

1,300kg 13.41
Ｈ28. ２.25 1,440kg   8.64
Ｈ28. ３.16 1,300kg   3.41
Ｈ28. ３.17 1,100kg   8.25

❹焼却灰　飛灰「集じん灰」　　　単位：ベクレル／ kg

試料採取日 焼却物 放射性セシウム
134cs 137cs

Ｈ28. ２.24

ほだ木

不検出 46.00
Ｈ28. ２.25 不検出 31.00
Ｈ28. ３.16 10.00 54.00
Ｈ28. ３.17 15.00 58.00

❸焼却灰　主灰「燃え殻」 単位：ベクレル／ kg

試料採取日 焼却物 放射性セシウム
134cs 137cs

Ｈ28. ２.24

ほだ木

不検出 不検出
Ｈ28. ２.25 不検出 不検出
Ｈ28. ３.16 不検出 8.30
Ｈ28. ３.17 不検出 不検出

※❸❹の基準値は、国の基準値 8,000 ベクレル /kg以下、組合独自の受け入れ基準値 1,000 ベクレル /kg以下です
　測定結果は、いずれも基準値を大きく下回っています

※いずれも国の基準値 8,000 ベクレル /kg以下のため、
　一般廃棄物としての取り扱いとなります

※ほだ木焼却中、ろ紙部およびドレイン部で測定
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医療

◆ 町税などの納付期限 ◆

軽自動車税（全期） 5月 31日㈫
口座振替日：５月 25日㈬

診療科 診療日 受付時間

内　科 月～金曜日 08:30 ～11:30
 （午後随時）
診療時間
9:00～ 17:00

外　科 月～金曜日

応援診療科（５月）
脳神経外科
※要予約 10 日 8:30 ～

11:00
循環器（内科）
※要予約 9、23日 13:00 ～

15:30
小児科 13、27 日 13:00 ～

16:00
皮膚科 10、24、31日13:00 ～15:30
整形外科 20 日 8:30 ～

11:30

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所

13（金） 9:30 ～ 12:00 妊婦教室（平成 28年 7月～ 10月出産予定の女性） 町保健センター

15（日） 9:00 ～ 高松宮賜杯軟式野球大会（１部）
岩手北予選 町野球場

18（水）
9:30 ～ 12:30 離乳食教室１回目（平成 27 年 12 月１日～平成28年１月９日生まれのお子さんの家族）町保健センター

10:00 ～ 15:30 盛岡年金事務所出張相談（要予約：盛岡年金事務所 019-623-6211） ゆはず交流館

19（木）10:00 ～ まんまと湯っこの会 町老人福祉センター

20（金） 9:00 ～ 12:00 人権・行政相談 町勤労青少年ホーム

24（火）

12:30 ～
12:45 ～

9 カ月児健康診査（平成27年８月生まれ）
6カ月児健康診査（平成27年11月生まれ）
1 歳児健康診査（平成27年５月生まれ）
※乳幼児の健診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

13:00 ～ 16:00 悪質商法トラブル・多重債務出前相談会（要予約：役場総務課防災交通係 62-2111 内線 203） 町総合開発センター

26（木）
8:30 ～ ゆはずゲートボール大会 2016 町総合グラウンド

10:00 ～ 12:00 子育てサロン “すくすく” 石神の丘美術館工房

28（土）10:00 ～ 県高校総体ホッケー競技 町ホッケー場

29（日）10:30 ～ 岩手町北緯 40度公園春まつり 町北緯 40 度公園

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所
１（水） 9:00 ～ 15:00 特設人権相談 町勤労青少年ホーム

４（土）14:00 ～ 企業コレクションによる近代洋画展
ギャラリートーク 石神の丘美術館

５（日） 7:30 ～ 00:00 町消防団ポンプ操法・規律訓練競技会 役場駐車場

８（水）12:30 ～ ３歳児健康診査
（平成 24年 10月 12日～ 12月８日生まれ） 町保健センター

10（金）
9:30 ～ 12:00 妊婦教室２回目（平成 28年 7月～ 10月出産予定の女性） 町保健センター

14:00 ～ 町議会議員選挙立候補者説明会 町総合開発センター

12（日） 7:15 ～ 町消防演習 町総合グラウンド

13（月） 9:30 ～ 16:30
献血 　　9:30~11:00　振興局岩手土木センター
 　　　　12:00~13:30　ニチコン岩手㈱
　　　 　15:00~16:30　ケアホーム川口

各事業所

15（水） 9:30 ～ 12:30 離乳食教室（平成28年１月10日～２月29日生まれのお子さんの家族） 町保健センター

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

５月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や町ホームページなどで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

月

月

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

５（日）沼宮内地域診療センター
12（日）佐藤整形外科クリニック

６月

休日当番医【受付時間】
　9:00～17:00

日（曜） 当番医
1（日）沼宮内地域診療センター
3（火）佐々木医院
4（水）佐渡医院
5（木）岩手沼宮内クリニック
8（日）さわやかクリニック
15（日）北上脳神経外科クリニック
22（日）佐渡医院
29（日）佐々木医院

5

６

医療町民カレンダー

岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐藤整形外科クリニック

佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

61-2025

61-3636
62-2234

68-7240
62-3211
62-2043
62-1155

62-2511

▼

こども救急相談電話

診療時間外の受診

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区

29 土橋　省三 （90） フ ミ 下野口町

１ 今松　利定 （87） 本 人 上 浮 島

3 久保　アツ子（84） 本 人 下五日市

７ 西澤　アサ子（70） 雄 一 上苗代沢

13 大久保　正八（85） ヤ ヱ 上野口町

15 森　ツル子 （86） 本 人 上 横 沢

20 西舘　ヱイ （79） 義 則 田 中

21 森　清 （68） 八重子 駅 前

22 髙橋　ヨシミ（82） 本 人 水 堀

22 三浦　光子 （83） 邦 彦 上苗代沢

23 佐藤　フジエ（92） 光 雄 下 町

25 井戸　サカエ（85） 辰 雄 芦 田 内

26 十和田　勉 （96） 本 人 横 田

26 米田　タニ （88） 登 上苗代沢

26 村井　清光 （82） テ ル 下 町

29 山本　ハル （90） 本 人 今 松

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000　※ダイヤル回線電話、
　ＩＰ電話（ひかり電話）、ＰＨＳからは  019-605-9000

■町傾聴ボランティア「おひさま」

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）　■役場健康
福祉課 0195-62-2111（内線 513）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　  019-653-1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　  019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院  019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院　  019-662-5656
【川久保】　川 久 保 病 院　  019-635-1305

●亡くなられた人● 16 人（18 人）

　組数、人数の（ ）内は実数です。お婿さんお嫁さんは、
結婚して町内に住所がある人を掲載しています。
　広報に掲載を希望しない人は、届け出のときに町民
課にお話ください。

子どもが急病のときよろこびかなしみ

こころといのちを支えるいわて 一人で悩まず
相談ください

  　　【開催日】  毎月第２、第４月曜日
　　　　　　　　　　　　　　  （祝日の場合翌日）
  　　【時　間】  午後 1時～ 3時
  　　【場　所】  プラザあい１階

「おひさまサロン」
※予約不要です。悩み事
を話してみませんか？

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　  019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院
　下記予定表のとおり

　【受付時間】　土曜日は午後1時～5時、夜間は午後5時～翌朝9時
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡
　市夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の
　急病の子どもを受け入れます
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

日 月 火 水 木 金 土
5/8
医大

9
中央

10
川久保

11
日赤

12
中央

13
医大

14
中央

15
医大

16
中央

17
川久保

18
医大

19
医大

20
中央

21
こども

22
日赤

23
医大

24
中央

25
中央

26
医大

27
医大

28
中央

29
医大

30
中央

31
医大

6/1
中央

2
医大

3
日赤

4
こども

5
中央

6
医大

7
川久保

8
医大

9
中央

10
医大

11
中央

12
医大

13
中央

14
川久保

15
中央

16
医大

17
中央

18
こども

▼２月

次号は６月９日㈭発行予定
本紙は原則、毎月第１木曜日に発行していますが、次号は第2木
曜日の６月９日に発行となります。ご了承ください。
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日 お名前 保護者 行政区

16 　日 　心
み お

桜 直 也 民 部 田

17 　畑中　陽
はるひろ

裕 克 哉 上愛宕下

３月受け付け分

●生まれたお子さん●２人（２人）

●お婿さん、お嫁さん● ２組（4 組）

日 お名前 世帯主 行政区

10 　上野　宏嗣　⻆舘　陽子　
本 人
勲

橋 場
盛 岡 市

30 　田村　智也　玉川　綾乃
孝太郎
修

一 方 井
二 戸 市

▼３月

▼３月

▼３月



　

沼
宮
内
高
（
藤
沢
義
昭
校
長
、

生
徒
１
２
０
人
）
と
い
わ
て
ま
ち

焼
き
う
ど
ん
連
合
歓
隊
（
府
金
伸

治
隊
長
）
は
、
い
わ
て
国
体
に
向

け
て
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
用
の
弁
当

作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
同
高

生
徒
会
と
家
庭
ク
ラ
ブ
委
員
が
中

心
と
な
っ
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、
食
を
通
じ
て
い
わ
て
国
体
を

盛
り
上
げ
ま
す
。

　

国
体
弁
当
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に

携
わ
っ
た
畑
中
明
美
さ
ん（
３
年
）

は
「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
や
消
化
の

良
い
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
た
」

と
話
し
、
中
学
時
代
ホ
ッ
ケ
ー
部

に
所
属
し
て
い
た
と
い
う
山
崎
玲

奈
さ
ん
（
２
年
）
は
自
身
の
経
験

を
活
か
し
「
試
合
な
ど
激
し
い
プ

レ
ー
の
後
で
も
食
事
を
取
る
こ
と

が
で
き
る
食
べ
や
す
さ
を
考
慮
し

た
」
と
選
手
へ
の
思
い
や
り
を
口

に
し
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
「
県
外
か
ら
た
く

さ
ん
の
人
が
来
る
大
会
で
、
岩
手

町
の
食
材
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
も

忘
れ
ま
せ
ん
。
精
い
っ
ぱ
い
力
を

発
揮
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
と

愛
情
が
込
め
ら
れ
た
特
製
弁
当
で

選
手
の
背
中
を
後
押
し
し
ま
す
。

企業コレクションによる

明治・大正・昭和　―　自己の表現を求めて
近代洋画展

◆国体本大会◆国体本大会

㊤弁当への愛情と応
援に力を込める沼宮
内高の皆さんと府金
さん　㊥生徒のアイ
デアをもとに町出身
の料理研究家・千葉
星子さんが協力し完
成した弁当　㊦完成
したお弁当を手に取
り見入る生徒たち

美
術
館
へ
行
こ
う

金山 平三《雲の影（十和田湖）》１９６０年

【 会 期 】　６月５日㈰まで開催中
【開館時間】　午前９時～午後5時
【休館日】　月曜日　※５/２㈪は開館
【観覧料】　一般400円／大・高生240円
（町民割引：受付に運転免許証、保険証などを提示ください）

 石神の丘美術館  62‐1453

 町教育委員会事務局国体推進室  町教育委員会事務局国体推進室  62‐2111内線346 62‐2111内線346
【ウェブサイト】　http://town.iwate.iwate.jp/kokutai【ウェブサイト】　http://town.iwate.iwate.jp/kokutai

い
国体 盛り げ隊いわ
て国体 盛り上げ隊

■
 編
集
／
岩
手
町
企
画
商
工
課

　
〒
028-4395 岩

手
県
岩
手
郡
岩
手
町
五
日
市
10-44

　
 0195-62-2111　

FA
X0195-62-3104

■
 町
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
確
認
　
 0195-62-5367 （

自
動
応
答
電
話
）

■
 町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.tow

n.iw
ate.iw

ate.jp
■
 町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
　
@
iw
atem

achi_koho

2016年
［
平
成
28年

］
５
月
１
日
発
行

No.683

H28.3.31現在　（ ）内は前月比
【人口】 男　6,943人（△34）
　　　 女　7,247人（△22）
　　　 計 14,190人（△56）
【世帯】   5,460世帯（△  3）
【出生】 2人 【死亡】   18人
【転入】66人 【転出】 106人
【外国人住民】126人

 人口の動き
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本
年
度
よ
り
、広
報
い
わ
て

ま
ち
を
担
当
し
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

う
ま
く
写
真
や
、文
章
を
操

ろ
う
と
思
う
の
で
す
が
、頑

張
っ
て
操
作
し
て
も
な
か
な
か

頑
固
な
機
械
た
ち
。
そ
う
簡
単

に
は
い
き
ま
せ
ん
ね
。
仕
事
で

も
な
ん
で
も
、経
験
や
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
本
当
に
大
切

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、広
報
担
当
に
な
っ
た

か
ら
に
は
、取
材
を
通
じ
て
み

な
さ
ま
の
お
話
を
伺
っ
て
い
く

な
か
で
、私
も
成
長
し
て
い
く

ん
だ
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
、

み
な
さ
ま
か
ら
心
よ
り
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

町
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
、

て
い
ね
い
な
取
材
で
読
む
人
が

わ
か
り
や
す
い
広
報
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
遠
藤
）

食で支える選手の力！
まちの国体弁当

【ホッケー競技】
会期：10月６日㈭～10日㈪
会場：町ホッケー場、町総合グラウンド

【ゴルフ競技】
会期：10月5日㈬～7日㈮
会場：岩手沼宮内カントリークラブ

編編
集
後
記

集
後
記


